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市の人口　50,670人
・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男   24,864人  （25,153人）  世帯数   20,181世帯
・女   25,491人  （25,669人）              （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

8.27『吉備津彦命 温羅を討つ』
（８月８日・大湊ネブタ合同運行にて）
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50,678人（50,763 人）  ８月１日現在の住民基本台帳による人口（　　）内は前月の統計

男 24,929人（24,972人） 世帯数 21,496世帯
女 25,749人（25,791人） （21,525世帯）



( 2 )

（２００４年・第５８９号）

　

む
つ
市
で
は
今
年
度
『
原
子
力
立
地

給
付
金
交
付
事
業
』が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
現
在
六
ヶ
所
村
の
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
施
設
や
東
通
村
の
原
子
力

発
電
所
の
隣
々
接
お
よ
び
隣
接
市
と
し

て
交
付
さ
れ
て
い
る
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
の
一
部
を
市
内
の
一
般
家
庭

や
企
業
等
に
還
元
す
る
も
の
で
す
。

〈
交
付
対
象
〉

　

平
成
16
年
10
月
１
日
現
在
、
む
つ

市
に
お
い
て
電
灯
契
約
を
し
て
い
る

一
般
家
庭
と
電
力
契
約
を
し
て
い
る

企
業
等
。

〈
交
付
金
額
〉

・
電
灯
契
約（
一
口
あ
た
り
）

年
額
９
千
８
８
８
円

・
電
力
契
約（
１
kw
あ
た
り
）

年
額
２
千
４
７
２
円

※
交
付
対
象
お
よ
び
交
付
金
額
に
つ
い
て

は
、
契
約
種
別
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

〈
交
付
方
法
〉

　

交
付
対
象
者
の
電
気
料
金
の
振
替

口
座
と
同
一
の
預
金
口
座
へ
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
以
外
の
方
に

つ
い
て
は
『
郵
便
振
替
払
出
書
』の
郵

送
、
あ
る
い
は
新
た
に
指
定
さ
れ
た

口
座
へ
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

〈
交
付
時
期
〉10
月
中
旬
〜
11
月
中
旬

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
む
つ
小
川
原
振
興
課

�
０
１
７

－

７
３
４

－

９
７
３
７

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
給
付
金
課

�
０
３

－

５
５
６
２

－

９
７
１
１

東
北
電
力
む
つ
営
業
所
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

�
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５
８

家
庭
・
企
業
等
に
給
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
！

原
子
力
立
地
給
付
金
交
付
の
お
知
ら
せ

【
深
刻
化
す
る
多
重
債
務
問
題
】

　

長
引
く
不
況
等
に
よ
り
多
重
債

務
に
陥
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

２
０
０
１
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ

た
民
事
再
生
手
続
き
は
、
昨
年
約

２
万
３
千
600
件
と
一
昨
年
よ
り
１
万

件
以
上
増
加
し
ま
し
た
。

◎
民
事
再
生

　

債
務
の
整
理
手
続
き
に
は
①
任
意

整
理
、
②
特
定
調
停
、
③
民
事
再
生
、

④
裁
判
、
⑤
自
己
破
産
の
五
つ
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
③
民
事
再
生
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

 

・
民
事
再
生
に
は
、
個
人
事
業
者
を
対

象
と
し
た
『
小
規
模
個
人
再
生
』と
、

主
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
対
象
と
し
た

『
給
与
所
得
者
等
再
生
』の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

 

・
前
記
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
将
来

継
続
的
に
収
入
を
得
る
見
込
み
の
あ

る
者
か
、
給
与
な
ど
を
定
期
的
に
貰

う
見
込
み
の
あ
る
者
で
、
借
金
額
が

３
千
万
円
以
下（
住
宅
ロ
ー
ン
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
破
産
に
よ
っ
て

財
産
を
処
分
し
た
場
合
を
上
回
る
額

を
返
済
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
が
、
実
際
に
財
産
を
処
分
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

・『
小
規
模
個
人
再
生
』で
は
、
再
生
案

が
認
め
ら
れ
る
と
、
最
低
弁
済
基
準

額（
注
）を
基
準
と
し
て
算
出
し
た
額

を
原
則
３
年
（
最
大
５
年
）で
返
済
す
れ

ば
残
額
は
免
除
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
最
低
弁
済
基
準
額
…
借
金
総
額
の

20
％
（
下
限
100
万
円
、
上
限
300
万
円
）

　

民
事
再
生
は
も
と
も
と
、
弁
護
士
等

の
専
門
家
が
関
与
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
制
定
さ
れ
た
制
度
で
、
決
し
て
安
易

な
手
続
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
他

の
方
法
を
含
め
最
良
の
方
法
を
選
択
す

る
た
め
に
も
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す

る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

※
次
回
は
④
裁
判
に
つ
い
て
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

�
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１
内
線
５
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青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
む
つ
相
談
室
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７
０
５
１

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
コ
ー
ナ
ー　

No.5

　

架
空
請
求
、
ヤ
ミ
金
融
、
悪
徳
商
法
な
ど
、
消
費
者
問
題
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
回
家
族
介
護
教
室

　

ア
イ
リ
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
む
つ
で

は
、
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
教
室
を
、

年
間
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
て
い
ま

す
。（
３
回
目
は
10
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。）

　

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉９
月
24
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

ア
イ
リ
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
む
つ

〈
ど
ん
な
〉

①
介
護
保
険
に
つ
い
て

 

・
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
内
容
に
つ
い
て

②
介
護
技
術

 

・
車
イ
ス
の
操
作

 

・
移
動
の
仕
方

 

・
歩
行
介
助

〈
対
象
者
〉

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉９
月
21
日（
火
）

〈
そ
の
他
〉

ご
希
望
の
方
は
送
迎
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

ア
イ
リ
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

む
つ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
品
木
）

�

45

－

１
５
３
１
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（２００４年・第５８９号）

８
月
31
日（
火
）は
、
市
税
と

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）の

第
３
期
の
納
期
限
で
す
。

　

７
月
中
旬
に
、
第
２
期
か
ら
第
10
期

分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
第
３
期
分
の
納
付
書
を
お

確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
都
合
に
よ
り
第
１
期
分
と
第

２
期
分
の
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
も
、

あ
わ
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
税
等
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納

税
の
ほ
か
に
、
便
利
な
口
座
振
替
や
各

地
域
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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暮らしに役立つ

税 情報

狩
猟
税
に
つ
い
て

・
狩
猟
税
と
は
…

　

狩
猟
者
登
録
税
お
よ
び
入
猟
税
を

廃
止
し
、
平
成
16
年
度
か
ら
創
設
さ

れ
た
税
金
で
す
。
狩
猟
者
の
登
録
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
に
納
め
て
い
た
だ

く
税
で
す
。
こ
の
税
金
の
収
入
は
鳥
獣

の
保
護
等
の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

・
納
付
方
法

　

狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
る
際
に
、

申
告
書
に
狩
猟
税
額
の
合
計
額
に

相
当
す
る
青
森
県
収
入
証
紙
を

貼
っ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所

�
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８
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内
線
２
０
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【納める額】

綱・わな猟免許又は第１種銃猟免許の登録を受ける者で、
当該年度の県民税の所得割額の納付を要する者

16,500円

綱・わな猟免許又は第１種銃猟免許の登録を受ける者で、
当該年度の県民税の所得割額の納付を要しない者（注）

11,000円

第２種銃猟免許に係る狩猟者の登録を受ける者 5,500円

（注）当該年度の県民税の所得割額の納付を要しない者であっても、
控除対象配偶者又は扶養親族に該当する者（農業、水産業又は林
業に従事している者を除く）は税額が16,500円になります。

※放鳥獣猟区のみに係る狩猟者の登録の場合は軽減措置があります。

介

護

塾

開

催

　

み
ち
の
く
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
介
護
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
、
福
祉

に
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉９
月
４
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
会
室

〈
ど
ん
な
〉

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕

方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
紹
介（
訪
問
看

護
紹
介
）

・
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
の
紹
介

・
訪
問
入
浴
の
実
演

〈
定
員
〉20
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

み
ち
の
く
荘
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

高
橋
�
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国民健康保険税の納付は　　　　
　　　　加入者の義務です！

　国民健康保険とは、加入者がお金を出し合

い、いざというときの医療費に充てる、支え

合いの仕組みです。特別な理由も無く国保税

を納めない人には、納めている人との公平を

保つために厳しい措置がとられますので、納

め忘れの無いように注意しましょう。

◎
年
の
中
途
で
引
越
し
た
場
合
に
、
住

民
税
（
市
民
税
、
県
民
税
）を
納
め
る

市
町
村
は
？

Ｑ
・
私
、
平
成
16
年
１
月
20
日
に
む
つ

市
か
ら
青
森
市
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
分
の
住
民
税
を
納
め
る

の
は
、む
つ
市
？
そ
れ
と
も
青
森
市
？

Ａ
・
基
本
的
に
住
民
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
住
所
が
あ
る
市
町
村
へ
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平
成

16
年
１
月
１
日
現
在
で
、
あ
な
た
は
む

つ
市
に
住
所
が
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、

そ
の
後
青
森
市
へ
引
っ
越
し
た
と
し
て

も
、
平
成
16
年
度
分
の
住
民
税
は
む
つ

市
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
応
用
編
】

◎
住
民
票
を
移
す
手
続
き
が
遅
れ
た
場

合
の
納
税
先
は
？

Ｑ
・
私
、
平
成
15
年
８
月
に
む
つ
市
か

ら
青
森
市
へ
転
入
し
た
ん
で
す
が
、

住
民
票
は
平
成
16
年
２
月
に
移
し
ま

し
た
。
こ
の
場
合
の
平
成
16
年
度
の

住
民
税
の
納
付
先
は
、
む
つ
市
？
青

森
市
？

Ａ
・
市
内
に
住
所
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

原
則
と
し
て
そ
の
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
が
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
な
い
人
で
あ
っ
て
も
実

際
に
そ
の
市
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
、

そ
の
人
が
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
も
の
と
し
て
住
民
税
を
課

税
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
の
場
合
は

平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
実
際
に

青
森
市
に
住
ん
で
い
た
わ
け
で
す
の

で
、
平
成
16
年
度
の
住
民
税
は
青
森

市
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�
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ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
！
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（２００４年・第５８９号）

〈
対
象
〉

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
護
手
帳
を
お

持
ち
の
方
が
運
転
す
る
場
合

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
護
手
帳
を
お

持
ち
の
方
が
介
護
者
の
運
転
で
通
行

す
る
場
合

※
介
護
者
が
運
転
す
る
場
合
に
は
、
障
害
者

区
分
等
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
自
動
車
は
原
則
と
し
て
自
家
用
車
に

限
り
ま
す
。

　

旧
制
度
（
手
帳
と
割
引
証
）で
の
通
行
は

平
成
16
年
５
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
す
で
に
割
引
証
は
使
用
で
き
な
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
新
制
度
で
の
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

 

・
身
体
障
害
者
手
帳

 

・
登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
の
検
査
証

（
車
検
証
）

 

・
運
転
免
許
証（
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場

合
）

 

・
現
在
お
持
ち
の
割
引
証（
必
要
が
な
く
な

る
の
で
、
返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

〈
そ
の
他
〉

 

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
搭
載
車
も
登
録
す
る

と
割
引
の
対
象
と
な
り
ま
す

 

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
も
一
部
助
成
さ

れ
ま
す
（
先
着
順
の
た
め
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

〈
問
合
せ
・
申
請
先
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

�
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１
１
１
１
内
線
４
２
３

（
財
）道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
助
成
係　

�
０
３

－

５
４
５
８

－

５
５
６
９

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
講
演
会

〈
い
つ
〉９
月
16
日（
木
）午

後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
１
階『
鳳
凰
の
間
』

〈
対
象
〉ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
テ
ー
マ
〉

『
親
と
子
の
か
か
わ
り

子
ど
も
の
虐
待
と
地
域
社
会
』

〈
講
師
〉

大
阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
講
座

西　

澤　
　
　

哲　

氏

〈
受
講
料
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

当
日
は
託
児
所
を
準
備
す
る
予
定
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
む
つ
児
童
相
談
所

�
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５

　

心
肺
蘇
生
法
を
中
心
と
し
た
、
救
命

に
必
要
な
応
急
手
当
講
習
会
を
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
い
つ
〉９
月
９
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

下
北
消
防
本
部
・
む
つ
消
防
署

合
同
庁
舎
３
階
大
会
議
室

〈
受
講
料
〉無
料

　

精
神
に
障
害
が
あ
っ
て
も
、
社
会
の

構
成
員
と
し
て
地
域
の
中
で
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
精
神
障
害
者

に
つ
い
て
正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
『
Ｉ 

Ｌ
О
Ｖ

Ｅ 

下
北
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
in 

む
つ
』を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
模
擬
喫
茶
店
も
併
設
し
ま
す

の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

障
害
者
有
料
道
路
割
引
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
護
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
あ
る
い
は
そ
の
介
護
者
が
運

転
し
、
高
速
道
路
等
の
有
料
道
路
を
利
用
す
る
場
合
、
料
金
を
割
引
す
る
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

改
正
前
…
手
帳
と
割
引
証
を
提
示
し
、
割
引
を
受
け
る
。

　

改
正
後
…
割
引
の
有
効
期
間
が
記
載
さ
れ
た
障
害
者
手
帳
を
提
示
す
る
。

応
急
手
当
『
普
通
救
命
講
習
会
』
開
催

〈
定
員
〉50
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

〈
申
込
締
切
〉９
月
５
日（
日
）

〈
そ
の
他
〉

　

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
講
習
会
終
了
後
、
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
に
受
講
さ
れ
て
修
了

証
を
お
持
ち
の
方
も
、
救
命
技
能
維

持
の
た
め
２
年
を
め
ど
に
再
講
習
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
消
防
署
救
急
係

�
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２
０
９
１

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

『
Ｉ 

Ｌ
О
Ｖ
Ｅ 

下
北
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

in 

む
つ
』

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
…
…
障
害
者
で
あ
ろ
う

と
健
常
者
で
あ
ろ
う
と
、
同
じ
条
件
で
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
成
熟
し
た
社
会
に
改
善
し
て
い
こ
う
と
い

う
営
み
の
す
べ
て
を
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
、

障
害
者
が
障
害
が
あ
り
な
が
ら
も
、
普
通
の
市
民
と
同

じ
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
こ
そ
が
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
な
の
で
す
。

〈
い
つ
〉９
月
22
日（
水
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

 

・
模
擬
喫
茶
店

（
９
月
３
日
ま
で
に
注
文
を
し
て
く
だ
さ
い
）

 

・
作
品
展
示
・
即
売

 

・
講
演
、
交
流
、
ト
ー
ク

〈
模
擬
喫
茶
店
事
前
注
文
〉

市
健
康
推
進
課（
木
村
・
佐
々
木
）

�
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１
１
１
１
内
線
４
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〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
保
健
所
保
健
予
防
課

篠
崎
�
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（２００４年・第５８９号）

10月 ９ 日（土）
10月10日（日）第 44回むつ市民体育大会

【市民体育大会日程表】
※総合開会式は10月10日（日）午前８時30分から運動公園陸上競技場で行ないます。多数ご出席くださいますようお願いします。

種　　　目 会　　場 開始時間 備　　考

10/3 剣 道 大 平 中 学 校 9:30～

10
月
９
日（
土
）

ソ フ ト ボ ー ル 運 動 公 園 野 球 場 14:00～

ソ フ ト テ ニ ス 運 動 公 園 庭 球 場 9:30～ 中学校個人戦

バ レ ー ボ ー ル 市 民 体 育 館 10:00～ 中 学 校

軟 式 野 球 む つ 中 学 校 球 場 14:00～

サ ッ カ ー 運動公園スポーツ広場 10:00～

テ ニ ス 運 動 公 園 庭 球 場 13:00～ 男 女 Ａ 級

10
月
10
日（
日
）

総 合 開 会 式 運動公園陸上競技場 8:30～ 9:15

陸 上 競 技 運動公園陸上競技場 開会式終了後

卓 球 市 民 体 育 館 開会式終了後

ソ フ ト ボ ー ル 運 動 公 園 野 球 場 開会式終了後

ソ フ ト テ ニ ス 運 動 公 園 庭 球 場 開会式終了後 中学校団体戦・一般男女

バ ド ミ ン ト ン 大 平 中 学 校 開会式終了後

バスケットボール 田 名 部 中 学 校 開会式終了後

バ レ ー ボ ー ル 大 平 小 学 校 開会式終了後 中学校・ママ・一般

軟 式 野 球 む つ 中 学 校 球 場 開会式終了後

水 泳 海 上 自 衛 隊 プ ー ル 9:30～

サ ッ カ ー 運動公園スポーツ広場 開会式終了後 男 女 Ｂ 級

テ ニ ス 運 動 公 園 庭 球 場 開会式終了後

ゲ ー ト ボ ー ル 禄 寿 荘 コ ー ト 9:00～

ク レ ー 射 撃 東 通 村 入 口 射 撃 場 10:00～ 一 般

柔 道 田 名 部 中 学 校 開会式終了後

空 手 道 第 二 田 名 部 小 学 校 開会式終了後

ボ ウ リ ン グ む つ ボ ウ ル 10:00～

　

市
で
は
、
10
月
９
日
・
10
日
の
２
日

間
（
剣
道
競
技
は
10
月
３
日
）
、
む
つ
運
動
公

園
を
主
会
場
と
し
て
『
む
つ
市
民
体
育

大
会
』を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
大

会
と
し
て
、今
年
で
44
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

優
勝
や
記
録
も
大
切
で
す
が
、
町

内
会
や
職
場
の
仲
間
と
一
緒
に
参
加
し

て
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
、

心
地
よ
い
汗
を
流
す
の
も
爽
快
な
も
の

で
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
個
人
や
団
体
の
方

は
、
９
月
21
日
（
火
）ま
で
に
、
市
保
健

体
育
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
９
月
１
日
よ
り
受
付
開
始
）

　

ま
た
、
万
一
の
ケ
ガ
等
に
備
え
て
、

ス
ポ
ー
ツ
安
全
傷
害
保
険
等
の
傷
害
保

険
に
必
ず
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〈詳しくは〉

市保健体育課体育係

�22-1111内線742

　大会要項（参加申込書）は、次の場所で配布

しています。

・市民体育館　　　・運動公園管理棟　

・市役所総合案内　・勤労青少年ホーム

レ
デ
ィ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室（
初
級
・
中
級
各
20
名
）

〈
い
つ
〉

９
月
７
日
〜
10
月
19
日（
毎
週
火
曜
日
）

〈
ど
こ
で
〉運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
雨
天
の
場
合
は
市
民
体
育
館
）

◎
卓
球
教
室（
初
級
・
中
級
各
20
名
）

〈
い
つ
〉

９
月
３
日
〜
10
月
22
日（
毎
週
金
曜
日
）

〈
ど
こ
で
〉市
民
体
育
館

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
初
級
・
中
級
各
20
名
）

〈
い
つ
〉

９
月
３
日
〜
10
月
22
日（
毎
週
金
曜
日
）

〈
ど
こ
で
〉市
民
体
育
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

ナ
イ
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

◎
卓
球
教
室（
初
級
・
中
級
各
20
名
）

〈
い
つ
〉

９
月
２
日
〜
10
月
21
日（
毎
週
木
曜
日
）

〈
ど
こ
で
〉市
民
体
育
館

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
初
級
・
中
級
各
20
名
）

〈
い
つ
〉

９
月
２
日
〜
10
月
21
日（
毎
週
木
曜
日
）

〈
ど
こ
で
〉市
民
体
育
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
傷
害
保
険
等
の
傷
害
保
険
に
加
入
の
う
え
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

〈問合せ・申込先〉

市保健体育課体育係

�22-1111内線 742
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（２００４年・第５８９号）

平成 15年度予算執行状況（平成 16年３月末現在）

◎市税収入の内訳

税　　　目 予算額 収入済額

市 民 税 2,076,631 1,940,728

固定資産税 2,065,042 1,857,593

軽自動車税 67,037 66,663

市たばこ税 477,355 479,785

特別土地保有税 357 814

都市計画税 196,749 170,853

計 4,883,171 4,516,436

上段・予算額

下段・収入済額

4,883,171

4,516,436

5,073,760

5,073,760

1,930,808

1,547,068

1,611,812

874,931

2,503,620

446,093

1,596,600

159,700

2,289,822

2,269,630

上段・予算額

下段・支出済額

199,294

197,527

2,805,258

2,765,559

4,172,568

3,845,467

1,631,198

1,201,721

54,024

51,990

400,555

425,851

812,677

807,618

1,377,365

1,061,712

797,920

795,366

1,640,526

1,544,926

2,394,232

2,394,230

3,603,976

3,593,975

議会費

執行率99.1%（以下同じ）

総務費

98.6%

民生費

92.2%

衛生費

73.7%

労働費

96.2%

農林水産業費

106.3%（前年度からの繰越分含む）

商工費

99.4%

土木費

77.1%

消防費

99.7%

教育費

94.2%

公債費

100.0%

その他

99.7%

市税

収入率92.5%（以下同じ）

地方交付税

100.0%

国庫支出金

80.1%

県支出金

54.3%

諸収入

17.8%

市債

10.0%

その他

99.1%

うちわけ

　平成16年３月末までに執行した予算の状況をお知らせし

ます。平成16年３月末現在、一般会計の歳入においては予

算額の74.9%、歳出では93.9%の執行率となっています。

　これは５月末までの出納整理期間が加えられていないため

で、決算額とは異なります。

一般会計歳入歳出の状況（単位・千円）

収入率74.9% 19,889,593 予 算 額 予 算 額 19,889,593 執行率93.9%

14,887,618 収入済額 支出済額 18,685,942

H16.3.31現在 H15.3.31現在

人　口 50,454 50,683

世帯数 21,254 21,040

〈詳しくは〉

市財政課財政係 �22-1111内線 242
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 ３月末までに使ったお金　（　）は前年度額
市民１人あたり…394,212円　　世帯あたり…935,805円
　　　　　　　　　　 （354,062）　　 　　　　　　　　　（852,897）　　

 ３月末までに納付された市税　（　）は前年度額
市民１人あたり…　96,785円　　世帯あたり…229,753円
　　　　　　　　　 　 （92,142）　　 　　　　　　　　　（221,959）　　

 市債の残高
市債総額 380億 9,227万 2千円 （単位・千円）

一般会計

21,123,480(55.5%)

水道会計

11,364,734(29.8%)

下水道会計

5,604,058(14.7%)

市民１人あたり…754,990円　　１世帯あたり…1,792,240円

会　計 区　分 内容等 地方債残高 構成比

一般会計

民 生 債 保 育 所 整 備 104,595 0.3%

水 産 業 債 漁 港 整 備 325,293 0.9%

畜 産 業 債 牧 野 整 備 456,395 1.2%

商 工 債 観光施設整備 193,864 0.5%

土 木 債 道 路 整 備 3,117,821 8.2%

公 営 住 宅 債 公営住宅整 備 1,158,314 3.0%

教 育 債

小 学 校 整 備 3,547,432 9.3%

中 学 校 整 備 2,118,017 5.6%

社 会 教 育 施 設 整 備 2,041,561 5.4%

災 害 復 旧 債 災 害 復旧整 備 56,113 0.1%

その他 8,004,075 21.0%

小　計 21,123,480 55.5%

下水道事業 下水道事業債 下 水 道 整 備 5,604,058 14.7%

水 道 事 業 上水道事業債 上 水 道 整 備 11,364,734 29.8%

合　計 38,092,272 100.0%

 財産の状況

土　　　　地 5,312,679 ㎡ 有価証券ほか 989,110 千円

うち山林 133,850 ㎡ 基　　　　金 3,191,064 千円

建　　　　物 154,429 ㎡ 車　　　　両 121 台

 事業会計
　　　特　別　会　計 （単位：千円）

会計名 予算規模 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 3,881,315 3,030,707 78.1% 3,556,153 91.6%

老 人 保 健 2,910,585 2,612,682 89.8% 2,668,278 91.7%

下 水 道 事 業 873,817 103,285 11.8% 655,747 75.0%

用 地 造 成 事 業 1,543,630 31,954 2.1% 1,499,805 97.2%

公共用地取得事業 18,150 18,149 100.0% 18,149 100.0%

介 護 保 険 2,257,851 1,852,082 82.0% 2,093,060 92.7%

企業会計（水道事業） （単位：千円）

収益的収支 資本的収支

収　入 支　出 収　入 支　出

予 算 額 1,290,721 1,220,434 予 算 額 671,439 1,517,995

執 行 額 1,274,492 1,207,085 執 行 額 671,439 1,494,292

執 行 率 98.7% 98.9% 執 行 率 100.0% 98.4%

（２００４年・第５８９号）

◆歳出科目別内訳◆

議会費 議会の運営にかかったお金

・１人あたり 3,915円

・世帯あたり 9,294円

総務費
各種管理経費、広報、選挙、統計調
査、企画開発関連経費、窓口業務に
かかったお金

・１人あたり 54,813円

・世帯あたり 130,119円

民生費 市民福祉、交通安全、保育所運営等
にかかったお金

・１人あたり 76,217円

・世帯あたり 180,929円

衛生費 各種検診、予防接種、環境衛生、斎場
管理、ごみ処理等にかかったお金

・１人あたり 23,818円

・世帯あたり 56,541円

労働費 出稼支援事業、青少年ホーム運営等
にかかったお金

・１人あたり 1,030円

・世帯あたり 2,446円

農林水産業費
農林水産業の振興、農道
整備、漁港整備等にかかっ
たお金

・１人あたり 8,440円

・世帯あたり 20,036円

商工費 商工観光の振興、観光施設整備事業
等にかかったお金

・１人あたり 16,007円

・世帯あたり 37,998円

土木費 道路新設改良、維持補修、排水路整備、
除排雪、公園整備等にかかったお金

・１人あたり 21,043円

・世帯あたり 49,954円

消防費 下北地域広域行政事務組合負担金、
消防施設整備等にかかったお金

・１人あたり 15,764円

・世帯あたり 37,422円

教育費
小・中学校管理、学校整備、公民館、
図書館、体育館、運動公園、文化財
保護等にかかったお金

・１人あたり 30,620円

・世帯あたり 72,689円

公債費
学校を建てたり、道路をつくったり
したときに借りたお金の返済に充て
たお金

・１人あたり 47,454円

・世帯あたり 112,648円

その他 公営企業局負担金等

・１人あたり 71,233円

・世帯あたり 169,096円
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みよう！やってみよう！たのしんでみよう！

第11回 むつ市公民館まつり
９月４日（土）・５日（日）／午前９時～午後３時

　公民館で活動しているサークルを一堂に集め、子どもからお年寄りまで楽しめる『むつ市公民館
まつり』を開催します。
　どうぞ、ご家族やお友達をお誘い合わせのうえ、多数おいでください。

【フリーマーケット】

４日 15区画 午前９時～午後３時

５日 20区画 午前９時～正午

〈申し込み〉

　８月30日（月）午前８時30分より、電話また

は直接公民館窓口へ。（先着順）

〈参加料〉

１区画（２ｍ×２ｍ）… ４日・500円

   ５日・300円

【絵てがみ体験コーナー】（絵てがみサークル）

４日・午前９時～正午

描きたいものを描きたいように描いてみませんか？

【木彫り体験コーナー】（木彫りサークル）

４日・午前９時～午後３時

【ステンドグラス体験コーナー】（ステンドグラスサークル）

５日・正午まで受付 〈定員〉10名

おやすみライト作り（材料費・700円）

【手芸体験コーナー】

リボンサークル ぬいぐるみ作り 材料費・300円

パッチワークサークル ブローチ作り 材料費・300円

こぎんサークル コースター作り 材料費・150円

ほか、裂き織りも体験できます。

４日、５日　午前９時～午後３時

玄関前

新鮮野菜とホタテ市場 新鮮朝採り野菜・焼きホタテの直販 ミルク工房『ボン・サーブ』 栄養満点ボン・サーブの飲むヨーグルト・牛乳の販売

〈詳しくは〉

市公民館　�24-1224

【４日（土）・午前 ９ 時～】オープニングセレモニー／テープカット・風船プレゼント

【４日（土）・午前11時～】ふるまい餅／玄関ホール
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２階

サークルの作品展示 裂き織り、こぎん、リボン、パッチワーク よい子の小劇場 ストーリーテリング『ひばの会』

１階

サークル、市民大学ゼミの作品展示
むつ陶芸、陶芸ゼミ71、陶芸教室、籐手芸

木彫り、絵てがみ、ステンドグラス、写真ゼミ

健康料理コーナー むつ市食生活改善推進員会

お楽しみコーナー なつかしいクジがいっぱい

講堂

フリーマーケット
４日・午前９時～午後３時 くらしと健康展 ４日・健康相談、みそ汁塩分測定等

５日・午前９時～正午 舞 台 発 表 ５日・午後１時～
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〈
い
つ
〉10
月
２
日（
土
）午

後
１
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館

〈
テ
ー
マ
〉

『
ど
う
に
も
と
ま
ら
な
い
歌
謡
曲
』

〜
歌
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〜

　

70
年
代
を
中
心
と
し
た
懐
か
し
い

歌
謡
曲
を
取
り
あ
げ
、
そ
こ
で
歌
わ

れ
る
男
女
観
に
つ
い
て
の
楽
し
い
お

話
し
で
す
。

155 人材に関する情報の収集・リストの整備 さまざまな分野で活躍する人達の人材バンクへの登録を促進し、リストの整備を図ります。（再掲４５）
企 画 課
生 涯 学 習 課
公 民 館

Ｃ

（２）関係団体への支援

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

156 男女共同参画を推進する団体への支援 男女共同参画の視点で活動を進める団体を支援します。
企 画 課
生 涯 学 習 課
公 民 館

Ａ

③拠点施設の整備
（１）拠点施設の整備

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

157 男 女 共 同 参 画 センター の 設 置 市民の学習や交流、団体の育成や活動の拠点となる、男女共同参画センターを設置します。 企 画 課 Ｄ

158 社 会 教 育 関 連 施 設の整 備 充 実 市民の学習や交流の拠点となる社会教育関連施設の整備と、運営の充実を図ります。
企 画 課
生 涯 学 習 課
公 民 館

Ａ

159 サ ポ ー ト セ ン タ ー の 設 置 市民の地域活動・ボランティア活動の拠点となる施設を設置します。（再掲５２）
企 画 課
生 涯 学 習 課
公 民 館

Ｄ

　４月からシリーズでお伝えしてきました『むつ市男女共同参画推進実施計画』も今回で最後です。市では、これからも計画に基づいて男女

共同参画社会の推進に努めます。また、みなさんの話し合いの場に参加させていただき、意見交換をしたいと思いますので、お気軽に声を

掛けていただきたいと思います。

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
む
つ

〈
講
師
〉東
京
学
芸
大
学
助
教
授

舌ぜ
っ　

津つ　

智　

之　
氏

〈
受
講
料
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

・
託
児
あ
り（
要
予
約
）

・
県
民
カ
レ
ッ
ジ
認
定
講
座

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７

－

７
３
２

－

１
０
８
５

市
男
女
共
同
参
画
室

�

22

－

１
１
１
１
内
線
２
２
０

　

『
平
成
16
年
度
老
人
福
祉
大
会
』を
、

10
月
21
日（
木
）に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
数
え
年
88
才
（
米
寿
）
を

迎
え
る
長
寿
者
と
、
結
婚
後
満
50
年
を

迎
え
る
金
婚
の
夫
婦
（
該
当
し
な
が
ら
表
彰

を
受
け
て
い
な
い
方
を
含
み
ま
す
）
を
ご
招
待

し
、
表
彰
と
お
祝
い
を
行
な
い
ま
す
。

　

金
婚
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
老
人
福
祉
大
会
に
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
期
限
〉９
月
15
日（
水
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

�

33

－
３
０
２
３

老
人
福
祉
大
会 

〜
金
婚
に
該
当
す
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
〜
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むつ市男女共同参画推進実施計画 （その５）
計画策定の趣旨

　むつ市では、人々の意識や社会の慣行等を見直し、男女が互いに人権を尊重し、性別にとらわれることなく、その個性と

能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざして、平成14年に『むつ市男女共同参画推進基本計画～むつみあ

いプラン～』を策定しました。

　この計画に基づいて、具体的に施策・事業等を推進するために『むつ市男女共同参画推進実施計画』を策定するものです。

計画の期間

　実施計画の期間は、平成16年度から平成20年度までの５年間とします。

実施期間の定義

Ａ・現在実施している事業で、今後も継続する。

Ｂ・現在実施している事業で、計画期間内に事業の拡大・拡充を図っていくもの。

Ｃ・新規事業として計画期間内に実施予定のもの。

Ｄ・事業として実施すべきであるが、検討していくもの。

計画の推進

　事業は、市民で構成する『むつ市男女共同参画推進懇話会』等の意見や要望を聴きながら、担当課が主体的に実施し、事業

の進捗状況の把握・点検は、庁内に設置している『むつ市男女共同参画推進検討委員会』において行ないます。

　また、社会情勢などを考慮して、必要に応じて見直しを行ないます。

※一つの事業が実施計画の複数の項目に該当する場合には『再掲』とし、事業番号を記載しています。

〈詳しくは〉

市男女共同参画室

�22-1111内線 220

（２００４年・第５８９号）

計画の推進 ①推進体制の整備

（１）庁内推進体制の充実　

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

147 計 画 の 策 定 基本計画・実施計画を策定し積極的に推進します。 企 画 課 Ａ

148 庁 内 推 進 検 討 委 員 会 の 設 置 男女共同参画社会の総合的な推進を図るため、庁内に検討委員会を設置します。 企 画 課 Ａ

149 国・ 県 等 関 係 機 関 と の 連 携 国・県等関係機関との連携により、積極的に推進します。 全 課 Ａ

150 意識調査・実態調査の実施と結果の公表 庁内検討委員により意識調査を実施し、その結果を公表します。（再掲４１） 企 画 課 Ａ

151 進 行 管 理 の 実 施 と 公 表 計画の進捗状況を把握し、その調査結果を公表します。 企 画 課 Ｃ

（２）市民による協力推進体制の充実　

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

152 むつ市男女共同参画推進懇話会の設置 総合的な推進についての意見を求めるため、懇話会を設置します。 企 画 課 Ａ

153 市民参加による男女共同参画情報誌の発行 市民の自主企画による情報誌を発行し、意識の浸透を図ります。（再掲８）
企 画 課

生 涯 学 習 課
Ｃ

②関係機関・団体との連携強化
（１）指導者等の養成

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

154 人 材 育 成 と 活 動 支 援 男女共同参画を推進するリーダーを育成するための研修等を実施し、その活動を支援します。
企 画 課
生 涯 学 習 課
公 民 館

Ｃ
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海上自衛隊 《出　陣》 宇田町町内会 《本能寺の戦い》

大湊浜町町内会 《羅城門》 大湊新町町内会 《茨木童子》

山田町町内会 《入雲龍公孫勝》 旭町町内会 《鯛島悲恋伝説》

湊ネブタ合同運行
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城ヶ沢倭武多実行委員会 《鬼臉児・杜興》 桜木町町内会 《平　知盛》

川守町町内会 《赫不動・青不動》 大湊上町町内会 《吉備津彦命 温羅を討つ》

むつ市職員互助会 《琴高仙人》 大平町町内会 《歌舞伎十八番の内　景清》

平成十六年度　大湊
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詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・
オ ー ル イ ン　 上・ 下

夏 の 香 り　 上・ 下

雛 の 家

宙 都　 第 ４ 之 書

き ず な

一 葉 の 恋

Ｔｈｅ　ｍａｎｚａｉ

歩 き だ す 夏

森 へ よ う こ そ

かいけつゾロリとまほうのへや

くまのこうちょうせんせい

時 の 町 の 伝 説

カッコよく生きてみないか！

勉強なんてカンタンだ！

涙と笑いのハッピークラス

Ｓａｙ“Ｎｏ！”“やめて！”といおう

マロンちゃん教えて！はじめてのお料理

古典がもっと好きになる

野 口 英 世

フィールドワークは楽しい

デジカメ自然観察のすすめ

ミミズ博士と生きている土

幕末・会津藩士銘々伝　上・下

天 に 勝 つ べ し

高 見 盛 の 生 き 方

青 森 県 の 地 酒

ノ　 ス ン イ ル

チ ェ　 ホ ヨ ン

久 世 光 彦

柴　田　よしき

杉 本 章 子

田 辺 聖 子

あさの　あつこ

今 井 恭 子

風 野 　 潮

原　　　ゆたか

こんの　ひとみ

ダイアナ・ウィン・ジョーンズ

斎 藤 　 孝

斎 藤 　 孝

ＮＨＫ「こども」プロジェクト

安 藤 由 紀

板井典夫　 ｗ ｉ ｔ ｈ　 ｍ ａ ｒ ｏ ｎ ｓ． ｎ ｅ ｔ

田 中 貴 子

井 出 孫 六

岩波書店編集部

海 野 和 男

谷 本 雄 治

小 檜 山　 六 郎

山 下　 康 博

綾 川　 吾 郎

ノースプラットフォーム

【 児 童 よ み も の 】

【 郷 土 資 料 】

９月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

は休館日です。

幸 福 の お 取 り 寄 せ

近 代 の 茶 室 と 数 寄 屋

「 原 爆 の 絵 」 と 出 会 う

老いてこそわかる映画がある

障 害 者 と ス ポ ー ツ

桜花（さくら）を見た

空 中 ブ ラ ン コ

ビューティフル・ネーム

た だ 風 が 冷 た い 日

夜 は 満 ち る

パンドラ・アイランド

片付けない作家と西の天狗

秋 の 花 火

ぐるぐるまわるすべり台

パ ズ ラ ー

滴り落ちる時計たちの波紋

ヘ ー メ ラ ー の 千 里 眼

ラ ブ コ メ

Ｉ Ｃ Ｏ

百 年 佳 約

ナ ・ バ ・ テ ア

降 臨 の 群 れ

パ ズ ル

横溝正史時代小説コレクション　捕物篇３

本 格 ミ ス テ リ　 ０ ４

思いわずらうことなく愉しく生きよ

秋　元　麻巳子

桐 浴 邦 夫

直 野 章 子

吉 村 英 夫

高 橋 　 明

宇江佐　真　理

奥 田 英 朗

鷺 沢 　 萠

北 方 謙 三

小　池　真理子

大 沢 在 昌

笙 野 頼 子

篠 田 節 子

中 村 　 航

西 沢 保 彦

平　野　啓一郎

松 岡 圭 祐

松 久 　 淳

宮　部　みゆき

村　田　喜代子

森 　 博 嗣

船 戸 与 一

山 田 悠 介

横 溝 正 史

本格ミステリ作家クラブ

江 国 香 織

【 芸 術・ ス ポ ー ツ 】

【  文 学  】

木を見る西洋人森を見る東洋人

ウ ェ ブ メ ソ ッ ド 革 命

無情の宰相小泉純一郎

戦 後 政 治 の 崩 壊

天 主 実 義

古 代 蝦 夷 と ア イ ヌ

東 北 の 峠 歩 き

歌 枕 と う ほ く 紀 行

駒マニアのシルクロード見聞録

日本の教育は間違えたか

第 五 福 竜 丸

お母さんが安心して子どもにパソコンを使わせる本

人生で大切なことはすべて自衛隊が教えてくれた

会話美人３５のレッスン

大 人 の 仕 事 術

ドメスティック・バイオレンス

や ん ち ゃ な 独 創

あの人に贈りたいかわいいプレゼント

ササッと朝ラク朝ごはん

奥薗寿子の超ラクうまおかず

秒速！電子レンジでお菓子やさん

大丈夫か？あなたの年金

車を長持ちさせる実用洗車マニュアル

リチャード・Ｅ．ニスベット

小 泉 明 正

松 田 賢 弥

山 口 二 郎

マテオ・リッチ

金田一　京　助

藤　原　優太郎

田 口 昌 樹

田 口 計 介

三 浦 朱 門

川　崎　昭一郎

山　田　あゆみ

坂 　 聖 夫

有　賀　さつき

中 島 考 志

草 柳 和 之

的 川 泰 宣

田　辺　由布子

大 庭 英 子

奥 薗 寿 子

村 上 祥 子

中 村 欣 博

成美堂出版編集部

【 図書・評論・心理学 】

【 歴 史・ 紀 行 】

【 社 会・ 教 育 】

【 手 芸・ 料 理 】

【 健 康・ 生 活 】
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（２００４年・第５８９号）

下北文化会館・大ホール９月の催し物案内
�４日 （土）18:00 ～ 20:30 ……………………………………《自由席 400 円》
 県立大湊高等学校吹奏楽部『第25回定期演奏会』
�16 日 （木）11:00 ～ 16:00 …………………………………………… 《整理券》
 むつ市老人クラブ連合会芸能発表会
�18 日 （土）12:00 ～ 17:00 ……………………………………《自由席 400 円》
 第32 回下北地区吹奏楽祭
�20 日 （祝）① 10:00 ～ ② 11:50 ～ ③ 14:30 ～ ④ 16:20 ～ ………………… 《招待券》
 東奥日報 親子アニメ上映会『ファインディング・ニモ』①③、『ブラザー・ベアー』②④
�25 日 （土）18:30 ～ 20:30 …………………………………………… 《整理券》
 海上自衛隊大湊音楽隊『第16回ファミリーコンサート』
�26 日 （日）13:00 ～ 16:00 ………………………………………… 《入場無料》
 むつ下北ピアノ協会『小さなピアニストからのメッセージ』
�29 日（水） ・30日（木）10:00 ～ 12:00………《一般 800 円・団体 500 円》
 角笛シルエット劇場

〈詳しくは〉下北文化会館 �22-8411

氏　　名：T
タイ

y J
ジャスティン

ust in N
ナ ン

unn（T. J.）

出　　身：米国ワシントン州カメノアイランド（シアトルから車で１時間くらい）

生年月日：１９８２年９月５日（２１才）

『Ｔ . Ｊ .』です。ヨロシク！

　
『
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金
』

と
は
、
新
た
に
地
域
に
貢
献
す
る
雇
用

の
受
皿
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
主
の

方
々
を
支
援
す
る
も
の
で
す
が
、
平
成

16
年
４
月
か
ら
支
給
要
件
や
手
続
き
の

見
直
し
が
実
施
さ
れ
使
い
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　

事
前
に
事
業
計
画
に
つ
い
て
申
請
を

行
な
う
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
認
定
さ

れ
た
場
合
、
新
規
創
業
経
費
の
１
／
３

と
雇
用
す
る
労
働
者
１
人
あ
た
り
30
万

円（
い
ず
れ
も
上
限
あ
り
）の
奨
励
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
新
た
に

　

名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
選

挙
権
は
あ
っ
て
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
期
間
内
に
申
請
し
ま

し
ょ
う
。

　

申
請
書
類
は
、
市
内
各
漁
業
協
同
組

合
に
あ
り
ま
す
の
で
、
漁
協
を
通
し
て

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

独
立
・
起
業
や
新
事
業
を
行
な
う
子
会
社
の
設
立
を
支
援
し
ま
す
！

〜
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金
が
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
〜

設
立
す
る
法
人
の
事
業
種
別
や
雇
用

す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の

条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
労
働
者
の
雇
い
入
れ
状
況
に
よ
っ

て
創
業
経
費
の
支
援
の
上
限
額
が
異
な

り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
厳
し
い
雇
用

失
業
情
勢
の
も
と
、雇
用
の
安
定
確
保
、

創
業
支
援
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
助
成
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

（
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

青
森
事
務
所
雇
用
再
生
本
部

�
０
１
７

－

７
３
１

－

３
２
７
１

漁
業
従
事
者
の
み
な
さ
ん
へ

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

〈
資
格
要
件
〉

　

昭
和
59
年
12
月
６
日
以
降
出
生

し
、
当
市
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
が

あ
る
方
で

 

・
１
年
に
90
日
以
上
漁
船
を
使
用
し
て

漁
業
を
営
む
方

 

・
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使
用
し
て

行
な
う
水
産
動
植
物
採
捕
も
し
く
は

養
殖
に
従
事
す
る
方

〈
申
請
の
期
間
〉９
月
１
日（
水
）〜
３
日（
金
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
選
挙
管
理
委
員
会

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
８
２

　こんにちは！ アメリカ合衆国から来ましたナン・タイと申

します。友達からいつも『ティージェイ（T. J.）』と呼ばれてい

ました。むつ市のみなさんと仲良くして行きたいと思います

から、私を見たら、ぜひ大きい声で「T.J.!」と呼んでください。

どうぞよろしくお願いします。

　最初に書いた通り西ワシントン大学を卒業しました。専攻

は美術（グラフィック・デザイン）および日本語でした。また、

１年間東京の亜細亜大学で交換留学生として勉強して、日本

で生活しました。

　今まで３年間、むつ市役所で一生懸命勤めたター・デイビッ

トさんの代わりにむつ市国際交流員として

これから仕事をさせていただくことになり

ました。まだデイビットさんのように日本語

が流ちょうではありませんし、経験がまだ

あまりありませんが、できる限りむつ市国

際化の発展に役立つよう頑張りたいと思います。

　下北半島は自然がとても美しく、心が休まる所ですし、む

つ市と周りに住んでいる人は皆やさしいと思います。むつに

来られて本当に運が良いと思いますし、今年からの経験を楽

しみにしています。

学　　歴：西ワシントン大学、亜細亜大学留学生別科

専　　攻：美術、日本語

趣　　味：描くこと、執筆、読書、映画を見ること、硬貨を集めること
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ

　生涯学習課 内線 732 市公民館 �24-1224

　保健体育課 内線 742 市立図書館�28-3500

　※市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくりふるさとの歴史・民俗探訪

博物館・資料館を活用しましょう！

イ ベ ン ト 情 報
イベント 開催地 期　　日 お問い合わせ 電話番号

描 か れ た 北 東 北 青 森 市 9 月 12 日まで 県 立 郷 土 館 017-777-1585

白 地 山トレッ キ ン グ 碇ケ関村 9月 26日・10月 3日 た け の こ の 里 0172-45-3131

烏 賊 様 レ ー ス 風間浦村 10月までの金・土曜日 活イカ備蓄センター 0175-37-2111

柴 崎 観 光 牧 場 ま つ り 野辺地町 9月18日・19日（予定） 野 辺 地 町 産 業 課 0175-64-2111

農 大 祭 黒 石 市 9月 8 日・9 日 県 立 農 業 大 学 校 0172-52-4315

（２００４年・第５８９号）

　

わ
た
し
た
ち
の
祖
先
が
残
し
て
く
れ

た
文
化
を
、
歴
史
・
民
俗
・
考
古
学
と
い
っ

た
分
野
か
ら
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
の
は
近
隣
の
博

物
館
の
う
ち
の
一
部
で
す
が
、
な
か
に

は
見
学
だ
け
で
は
な
く
体
験
コ
ー
ス
を

設
け
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
上
手
に

活
用
し
て
学
習
の
糧
と
し
ま
し
ょ
う
。

 

な
お
、
開
館
日
時
等
は
直
接
各
施
設

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

む つ 市 文化財収蔵庫 �29-3669 考古、歴史、民俗関係展示

む つ 市 むつ科学技術館 �25-2091 科学に関する展示および体験コーナー

む つ 市 下北文化会館 �22-8411 科学展示コーナー、プラネタリウム上映

川 内 町 文化財収蔵庫（中央公民館敷地内） �42-3113 考古学、民俗資料

佐 井 村 海峡ミュウジアム �38-4506 歴史、民俗展示

大 間 町 北通り総合文化センター『ウィング』 �32-1111 原子力、郷土展示

東 通 村 トントゥビレッジ �48-2777 原子力、郷土展示ほか

青 森 市 県立郷土館 �017-777-1585
考古、自然、歴史、民俗、産業等展示、土曜セミナー

講座、講演、ミュージアム探検隊（小･中学生対象）

青 森 市 三内丸山遺跡
�017-781-6078（展示室）
�017-766-8282（縄文時遊館）

遺構見学、土器・石器作り体験ほか

青 森 市 みちのく北方漁船博物館 �017-761-2311 漁船の歴史展示

青 森 市 歴史民俗展示館『稽古館』 �017-739-6422 歴史民俗展示

八 戸 市 縄文学習館 �0178-96-1484 縄文時代の遺物展示、講座、土器作り、住居作り、火おこし等体験

八 戸 市 博物館 �0178-44-8111 歴史、民俗展示、『博物館クラブ』陶芸等体験

三 沢 市 県立三沢航空科学館 �0176-50-7777 航空機、航空資料展示

野辺地町 歴史民俗資料館 �0175-64-9494 歴史、民俗展示

上 北 町 歴史民俗資料館 �0176-56-5598 ナウマン象他歴史民俗展示

六ヶ所村 郷土館 �0175-72-2306 自然、科学、歴史、考古展示

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

青
森
県
民
カ
レ
ッ
ジ
『
ま
さ
か
り
学

友
会
』で
は
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

会
員
お
よ
び
一
般
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

〈
い
つ
〉９
月
14
日（
火
）午

後
1
時
〜
3
時

〈
ど
こ
で
〉

市
立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
演
題
〉

『
一
緒
に
考
え
よ
う

21
世
紀
の
新
し
い
青
森
県
の
姿
』

〈
講
師
〉

青
森
県
企
画
課　

天　

間　

俊　

介　
氏

〈
詳
し
く
は
〉

県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
成
田・工
藤
）

�

０
１
７

－

７
６
２

－

１
１
３
１
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幻
の
城
鶴
ヶ
崎
山
順
法
寺
城
は
い
っ

た
い
ど
ん
な
城
郭
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
城
ヶ
沢
の
海
中
に
消
え
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
現

在
の
海
上
自
衛
隊
の
航
空
隊
の
敷
地
に

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

伝
承
の
鶴
ヶ
崎
山
順
法
寺
城
は
『
東

北
太
平
記
』や
笹
沢
魯
羊
『
大
湊
町
誌
』

（
昭
和
十
年
）に
、〝
丸
の
数
五
箇
所
、
本

丸
の
石
垣
高
さ
処
は
五
間
四
尺
、
低
い

処
に
て
三
間
半
、
濠
は
三
重
に
続
ら
し

て
一
の
濠
差
渡
六
間
〜
中
略
〜
本
丸
の
奥

殿
よ
り
深
山
岩
屋
城
に
通
ず
る
二
里
の

抜
け
穴
が
あ
っ
た
。
其
の
抜
け
口
は
天

狗
岩
の
洞
穴
に
当
た
る
と
云
う
〜
中
略
〜

五
つ
の
丸
跡
と
二
の
濠
三
の
濠
跡
と
は

今
に
存
す
る
が
、
一
の
濠
は
見
当
た
ら

な
い
〜
後
略
〜
〞と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

む
つ
市
の
遺
跡
探
訪
（
37
）

〜 

鶴
ヶ
崎
山
順
法
寺
城
の
実
在
を
求
め
て
〜

日
本
考
古
学
協
会
会
員
・
む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員　

橘　
　
　

善　

光

白旗神社・赤旗神社跡地（前方）

（２００４年・第５８９号）

　

か
つ
て
、
海
軍
の
飛
行
場
建
設
が
始

ま
る
以
前
に
城
ヶ
沢
か
ら
、
宇
曽
利
川

の
川
口
付
近
に
至
る
道
路
が
あ
り
、
飛

行
場
予
定
地
に
マ
ジ
ャ
カ
と
呼
ば
れ
る

岡
（
丘
）が
あ
っ
た
と
話
さ
れ
、
こ
の
マ

ジ
ャ
カ
の
あ
る
地
域
に
空
堀
が
あ
っ
た

と
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

現
在
の
城
ヶ
沢
小
学
校
の
背
後
に
相
当

す
る
よ
う
で
あ
り
、
現
新
城
ヶ
沢
の
字

地
名
に
中
丁
塚
な
ど
が
あ
る
こ
と
は
注

意
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
ら
の
一
端
と
し
て

永
下
地
区
に
白
旗
神
社
、
赤
旗
神
社
の

旧
地
が
現
存
し
、
こ
の
跡
地
の
鳥
居
は
、

城
ヶ
沢
の
方
向
に
向
か
っ
て
建
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
永
下
に
は
現
在

十
三
軒
あ
る
も
、
古
老
に
よ
れ
ば
、
旧

永
下
か
ら
下
っ
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
と

話
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
鶴
ヶ
崎
山
順

法
寺
城
が
攻
撃
を
受
け
敗
走
し
た
と
き

の
人
々
の
子
孫
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　

伝
承
は
伝
承
と
し
て
大
切
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
現
地
を
調
査

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
た
遺
跡
が

私
た
ち
に
示
さ
れ
る
の
で
す
。
今
後

も
城
ヶ
沢
や
永
下
な
ど
の
方
々
の
ご
教

導
に
よ
っ
て
、
真
実
の
鶴
ヶ
崎
山
順
法

寺
城
の
時
代
に
せ
ま
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

春　

夏　

秋　

冬

・
年
老
い
て
気
弱
な
母
に
元
気
で
と
願
い
と
き
に
は
活
な
ど
入
れ
る

対　

馬　

孝　

子

・
原
木
を
積
め
る
ト
ラ
ッ
ク
過
ぎ
行
き
て
残
る
檜
葉
の
香
胸
深
く
吸
う

畑　

中　

京　

子

・
ほ
っ
こ
り
と
温
も
る
土
の
ふ
と
こ
ろ
に
子
を
託
す
ご
と
球
根
埋
め
る

相　

内　

玉　

恵

・
終
焉
は
土
に
帰
し
行
く
命
な
り
安
ら
ぐ
ご
と
く
崩
れ
る
牡
丹

高　

橋　

や
す
子

・
ハ
モ
ニ
カ
吹
く
万
年
青
年
合
歓
の
花 

立　

花　

恵　

子

・
落

人

の

館

の

跡

や

夏

木

立

 

長
久
保　

恵　

美

俳　句 短　歌

〈
い
つ
〉９
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
お
は
な
し
の
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

午
前
10
時
〜
正
午
・
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

　

読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
『
お
は
な
し
の
木
』に
よ
る

お
は
な
し
会
で
す
。
絵
本
の
読
み
き

か
せ
、
大
型
紙
芝
居
、
人
形
劇
、
昔

話
な
ど
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
。

◎
図
書
館
の
達
人
に
な
ろ
う
！

（
小
学
生
対
象
・
先
着
20
名
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
集
会
室

　

図
書
館
を
使
い
こ
な
す
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
身
に
つ
け
て
、
図
書
館
の
達
人

に
な
ろ
う
！

◎
手
作
り
教
室
（
先
着
20
名
）

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分
・
集
会
室

　

簡
単
な
工
作
を
つ
く
り
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
推
薦
図
書
の
展
示

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
た
推

薦
図
書
を
展
示
。

◎
手
作
り
の
特
製
し
お
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
詳
し
く
は
〉

市
立
図
書
館

�

28

－

３
５
０
０

図

書

館

ま

つ

り

◎
読
書
講
演
会

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
・
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
テ
ー
マ
〉

『
万
葉
の
想
い
〜
東
歌
と
防
人
の
詩
』

〈
講
師
〉檜
葉
短
歌
会
主
宰

山　

本　

博　

子　

氏

◎
リ
ユ
ー
ス
ブ
ッ
ク（
玄
関
前
）

午
前
９
時
30
分
〜
本
が
な
く
な
る
ま
で

　

む
つ
・
下
北
地
区
読
書
推
進
協
議
会
が
初
め

て
行
う
リ
ユ
ー
ス
ブ
ッ
ク
。
協
議
会
が
集
め
た

本
と
、
図
書
館
で
廃
棄
処
分
し
た
雑
誌
を
譲
り

受
け
て
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）し
ま
す
。
場
所
は

玄
関
前
。
有
料
で
す
の
で
小
銭
の
ご
用
意
を
。

（
売
上
金
で
本
を
購
入
し
て
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
す
）

　

 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　

市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

・
不
用
品
…
手
編
み
機（
２
台
）

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�
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－

１
１
１
１
内
線
５
４
３
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海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で
は
、
下

北
地
域
の
み
な
さ
ま
を
対
象
と
し
て
、

大
湊
音
楽
隊
に
よ
る
『
第
16
回
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉９
月
25
日（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
入
場
料
〉無
料

家
族
を
守
る
『
地
震
の
心
得
10
か
条
』

　

日
本
は
地
震
列
島
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

地
震
の
多
い
国
で
す
。

　

平
成
15
年
は
、
５
月
26
日
の
『
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
』や
、
７
月

26
日
の
『
宮
城
県
北
部
を
震
源
と
す
る

地
震
』、
さ
ら
に
は
９
月
26
日
の
『
平
成

15
年
（
２
０
０
３
年
）十
勝
沖
地
震
』な

ど
、
大
き
な
被
害
を
伴
う
大
地
震
が
各

地
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
海
地
震
や
東
南
海
・
南
海

地
震
な
ど
、
巨
大
地
震
の
発
生
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
う
し
た
大
地
震

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

を
、
家
族
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
的
確
な
対
処
が
で

き
る
よ
う
に
、『
地
震
の
心
得
10
か
条
』

を
し
っ
か
り
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ず
我
が
身
の
安
全
を

　

な
に
よ
り
も
大
切
な
の
は
命
。
地

震
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
第
一
に
身
の

安
全
を
確
保
す
る
。

②
す
ば
や
く
火
の
始
末

〜
あ
わ
て
ず
、
さ
わ
が
ず
冷
静
に
〜

　
「
火
を
消
せ
！
」と
み
ん
な
で
声
を

掛
け
あ
い
、
調
理
器
具
や
暖
房
器
具

な
ど
の
火
を
確
実
に
消
す
。

③
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

　

特
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物

内
に
い
る
と
き
は
、
閉
め
た
ま
ま
だ

と
建
物
が
歪
み
、
出
入
口
が
開
か
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

④
火
が
出
た
ら
、
ま
ず
消
火

　
「
火
事
だ
！
」と
大
声
で
叫
び
、
隣

近
所
に
も
協
力
を
求
め
初
期
消
火
に

努
め
る
。

⑤
外
に
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に

　

外
に
逃
げ
る
と
き
は
、
瓦
や
ガ
ラ

ス
な
ど
の
落
下
物
に
注
意
し
、
落
ち

着
い
た
行
動
を
。

⑥
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け
や
川
べ

り
に
近
寄
ら
な
い

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
門
柱
・
自
動
販
売

機
な
ど
は
倒
れ
や
す
い
の
で
要
注
意
。

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
津
波
に
注
意
す
る

　

山
間
部
や
、
海
岸
地
帯
で
地
震
を

感
じ
た
ら
、
早
め
の
避
難
態
勢
を
。

⑧
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最
小
限

に
す
る

　

指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
に
、
徒
歩

で
避
難
を
。
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
は
使

わ
な
い
。

⑨
み
ん
な
が
協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護

　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
、
ケ
ガ
人
な
ど
に
声
を
掛
け
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
。

⑩
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、
余
震
を
恐

れ
る
な

　

う
わ
さ
や
デ
マ
に
振
り
回
さ
れ
な
い
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
正
し
い
情
報
を
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
総
務
課
防
災
係

�
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１
１
１
１
内
線
１
４
７

　

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で
は
、
下

北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

と
共
同
で
、
次
の
と
お
り
防
災
訓
練
を

行
な
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉９
月
２
日（
木
）午

後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
運
動
公
園
駐
車
場
付
近

〈
ど
ん
な
〉

　

む
つ
市
に
震
災
が
発
生
し
た
と
の

想
定
に
よ
り
、
次
の
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

 

・
現
地
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練

 

・
航
空
機
に
よ
る
被
災
情
報
収
集
訓
練

 

・
損
壊
建
物
か
ら
の
負
傷
者
の
救
助

訓
練

 

・
火
災
消
火
訓
練

 
・
緊
急
物
資
搬
送
訓
練

 
・
災
害
派
遣
器
材
の
展
示

〈
詳
し
く
は
〉

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

�

24

－
１
１
１
１

む
つ
市
に
お
け
る
防
災
訓
練
に
つ
い
て

海
上
自
衛
隊
音
楽
隊 

第
16
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〈
申
込
方
法
〉

　

入
場
を
ご
希
望
の
方
は
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
応
募
者
の
住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
お
よ
び
同
行
者
全
員
（
４
名

ま
で
）の
氏
名
お
よ
び
年
令
を
ご
記
入

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉９
月
10
日（
当
日
消
印
有
効
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５

－

８
５
１
１（
住
所
不
要
）

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

�
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１
６
４
０

（２００４年・第５８９号）
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　８月18日（水）／ おしまこ流し踊り

（２００４年・第５８９号）

平成17年度４月採用 市職員募集
市では、来年度採用予定の職員を次のとおり募集します。

〈試験日時・場所〉

　・第一次試験…10月17日（日）・下北文化会館

　・第二次試験…11月下旬

〈申込受付期間〉

　８月30日（月）～９月13日（月）・午前８時30分～午後５時15分

 ※①土・日曜日を除く　※②郵送の場合は９月13日（月）の消印有効

〈受験申込書類の請求〉

　　受験申込書類は、市総務課人事係で、８月25日（水）より交付します。

　なお、郵便で請求する場合は、返信用封筒（角２封筒に120円切手を貼って、宛名を明記）を同封し、市総務課人事係に請

　求してください。

募集職種 採用予定人員 第一次試験 第二次試験 受験資格（詳細は試験案内でご確認ください）

上級行政

若 干 名
教 養 試 験
事 務 適 性 検 査
対人適応性検査

面接・作文

昭和49年４月２日から昭和58年４月１日生まれ、大学を
卒業または卒業見込みの方

初級行政
昭和52年４月２日から昭和62年４月１日生まれ、短期大学、
高等専門学校、高等学校を卒業または卒業見込みの方

〈詳しくは〉

市総務課人事係

�22-1111内線144



( 2 0 )

（２００４年・第５８９号）

　

む
つ
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で

は
、
９
月
よ
り
毎
月
１
回
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
実
技
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る

　

市
公
民
館
に
あ
る
16
ミ
リ
映
画
教
材

を
利
用
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
は
学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
お

け
る
16
ミ
リ
映
画
教
材
の
効
果
的
な
活

用
と
利
用
方
法
な
ら
び
に
映
写
機
の
操

作
技
術
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
16
ミ
リ
映
画
教
材
は
講
習
会

　

新
町
に
開
設
し
た
事
務
所
の
玄
関
上

に
壁
画
を
取
り
付
け
る
に
伴
い
『
原
画
』

を
公
募
し
ま
す
。

〈
テ
ー
マ
〉

　
『
ひ
ろ
ば
』〜
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
、
障
害
児
（
者
）、
い
ろ
ん
な
人
た

ち
の
集
う
場
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

〈
作
品
規
定
〉

　

壁
画
完
成
サ
イ
ズ
は
７
ｍ
×
2.5
ｍ

の
予
定
で
す
が
、
原
画
サ
イ
ズ
は
自

由
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

今
回
の
紅
茶
教
室
は
、
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

＆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
♪

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
！

〈
い
つ
〉９
月
26
日（
日
）午

後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
１
階『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

〈
ど
ん
な
〉

 

・
紅
茶
の
知
識

 

・
お
い
し
い
紅
茶
の
入
れ
方

 

・
紅
茶
と
ケ
ー
キ
に
つ
い
て

〈
講
師
〉

紅
茶
専
門
店『T

ea for Y
ou

』オ
ー
ナ
ー

下　

舘　

恵
久
子　
氏

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
技
講
座
が
始
ま
り
ま
す

方
、
い
ろ
ん
な
所
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
、
私
た
ち
と

一
緒
に
遊
び
な
が
ら
実
技
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

９
月
15
日（
水
）

・
レ
ク
ダ
ン
ス
、
手
遊
び　
　

10
月
20
日（
水
）

・
ゲ
ー
ム
専
科　
　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

濱
松
�

29
－

３
４
６
１

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会

を
受
講
し
た
方
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉９
月
13
日（
月
）〜
15
日（
水
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館

〈
対
象
〉３
日
間
受
講
で
き
る
方
。

〈
受
講
料
〉無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
公
民
館

�
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－

１
２
２
４

〈
応
募
締
切
〉10
月
25
日（
月
）

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
５

－

０
０
５
１

む
つ
市
新
町
17

－

7

む
つ
下
北
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク『
ひ
ろ
ば
』

�
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－

７
８
４
４

〈
対
象
〉

　

中
学
生
以
上
な
ら
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

〈
参
加
費
〉無
料

〈
定
員
〉15
名

※
先
着
順
・
９
月
１
日
（
水
）
よ
り
申
込
開
始

〈
準
備
す
る
も
の
〉

カ
ッ
プ
、
ケ
ー
キ
皿
、
フ
ォ
ー
ク

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設

『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

48

－

２
７
７
７

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク『
ひ
ろ
ば
』

　
　

事
務
所
壁
画
制
作
の
『
原
画
募
集
』

９
月
ト
ン
ト
ゥ
イ
ベ
ン
ト

『
紅
茶
教
室
』

いま、夜景が 『流行っている！』 いま、夜景が 『流行っている！』 のか？？のか？？

　去る８月９日、『日本夜景遺産』という本が発行されました。　去る８月９日、『日本夜景遺産』という本が発行されました。

　日本全国の美しい夜景を紹介している写真集です。　日本全国の美しい夜景を紹介している写真集です。（日本夜景遺産事務局・編（日本夜景遺産事務局・編

集／ぴあ株式会社・発行／1,900円税別）集／ぴあ株式会社・発行／1,900円税別）。なんと表紙がむつ市の夜景です。。なんと表紙がむつ市の夜景です。

　それとほぼ同時期に、インターネットの『夜景100選』（　それとほぼ同時期に、インターネットの『夜景100選』（http://yakei.jp/http://yakei.jp/

offi cial/offi cial/）というＨＰにも掲載されました。こちらもトップページの写真が）というＨＰにも掲載されました。こちらもトップページの写真が

むつ市の夜景です。そのページの紹介にはこう書いてあります。『間違いむつ市の夜景です。そのページの紹介にはこう書いてあります。『間違い

なく東北最大の夜景スポットと言えるでしょう』。なく東北最大の夜景スポットと言えるでしょう』。

　このように評価の高いむつ市の夜景を、実際に見たことのある人は、　このように評価の高いむつ市の夜景を、実際に見たことのある人は、

意外と少ないのでは？意外と少ないのでは？

　この機会に、むつ市の夜景をご覧になってはいかがでしょうか。　この機会に、むつ市の夜景をご覧になってはいかがでしょうか。
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（２００４年・第５８９号）

【新コーナーのご紹介】

　当館の１階にある原子炉室展示室に、新しいコーナーが

誕生しました。日本原子力研究所むつ事業所と（財）日本海

洋科学振興財団が、むつ市で行っている海洋調査研究の一

部と、それに使用する『タンデム型加速器質量分析装置』（通

称・タンデトロン）について紹介しているコーナーです。

　『タンデトロン』は、名古屋大学や東京大学等９機関が所

有しているとのことですが、原研むつ事業所に設置されて

いるものは、炭素14とヨウ素129の測定が可能な装置です。

　炭素14を測定することにより、考古学の年代測定にも

有効であり、芦崎湾化石貝の年代測定など下北の自然史の

研究にも利用されています。

　こちらのコーナーでは、研究概要や年代測定の実績の一

部もご紹介していますので、当館にお越しの際には、ぜひ

足を運んでみてください。

◎臨時休館のお知らせ

　９月４日（土）は、停電のため、誠に勝手ながら当館は休

館させていただきます。ご了承ください。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

私たちをよろしく！『交通安全母の会』
　私たち『交通安全母の会』は、子どもと高齢者等を交通事故

から守るために、新入学児童の登下校時の交通安全指導、四

季の交通安全運動期間における街頭活動、ドライバーへの交

通安全マスコット人形の配布等の活動をして、市民のみなさ

んに交通安全を呼びかけております。

会長 副会長

連 合 会 山 崎 伸 江 柿 本 和 恵 山 道 み ど り

第一田名部小学校 山　道　みどり 山 田 佳 子 川 上 和 枝

第二田名部小学校 山 崎 伸 江 四ッ谷　ひとみ 櫻　井　登久子

第三田名部小学校 加　藤　あけみ 加賀谷　美　信 田　中　由紀子

苫 生 小 学 校 柿 本 和 恵
二本柳　敏　美 西 山 律 子

和　田　真紀子

奥 内 小 学 校 飯　野　ひとみ 工 藤 京 子 二本柳　篤　子

関 根 小 学 校 森 川 ま り 舘　　　晶　子 山 中 美 雪

大 平 小 学 校 種 市 迭 子 松　友　江里子 柳 谷 敬 子

大 湊 小 学 校 坂　井　恵美子 曽　我　美奈子 山　本　あさ子

城ヶ沢小学校 工 藤 洋 子 二 木 綾 子 宮 野 雅 江

烏 沢 小 学 校 葛　野　佐智子 北 山 輝 美 藤　島　真紀子

〈詳しくは〉

市環境対策課交通対策係　�22-1111内線 333

平
成
16
年
度
『
生
涯
学
習
講
演
会
』

〈
い
つ
〉９
月
４
日（
土
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
立
田
名
部
中
学
校
体
育
館

〈
テ
ー
マ
〉

『
自
ら
生
き
る
力
を
つ
く
り
だ
す
』

〈
講
師
〉長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

銀
メ
ダ
リ
ス
ト　

野　

澤　

英　

二　
氏

〈
入
場
料
〉無
料

〈
定
員
〉200
名

※
定
員
に
な
り
次
第
入
場
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
７
３
２

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
（
第
３
回
目
）

 

は
じ
め
て
の
方
も
、
お
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉９
月
16
日（
木
）

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館

〈
定
員
〉20
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 
・
エ
プ
ロ
ン

 
・
手
ぬ
ぐ
い

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

中
美
�

29

－
４
１
０
４
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＝燃料価格ニュース ＝
８月１日現在　平均価格（税込）

今月の平均 価格の幅 前月平均
《 灯 油 》 ☆ 1 ローリー価格 49円 44～53 （49円）

☆ 18 配達価格 884円 492～954 （884円）
《ＬＰガス》 ☆ＬＰガス５ｍ3 4,086円 3,990～4,252 （4,086円）

☆ＬＰガス 10 ｍ3 6,562円 6,405～6,618 （6,567円）
《ガソリン》 ☆レギュラー１ 現金 112円 106～120 （111円）

☆軽油１ 現金 88円 84～96 （88円）
※ むつ市消費者の会モニター調べ

（２００４年・第５８９号）

◎
歯
周
疾
患
と
は
？

　

歯
周
疾
患
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と

く『
歯
の
周
り
の
病
気
』で
す
。
歯
を

支
え
る
歯
肉
や
歯
槽
骨
の
組
織
を

じ
わ
じ
わ
と
破
壊
す
る
歯
周
疾
患
は

『
静
か
な
る
病
気
』と
い
わ
れ
る
ほ
ど

気
が
つ
き
に
く
い
も
の
で
す
。
気
が

つ
い
た
と
き
に
は
意
外
に
進
行
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
歯
の
抜
け
る

原
因
と
し
て
歯
周
疾
患
に
よ
る
も
の

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

①
歯
が
ム
ズ
が
ゆ
い
感
じ
が
す
る

②
歯
と
歯
肉
の
接
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
赤
く
腫
れ
る

③
歯
を
磨
い
た
と
き
に
出
血
が
み
ら

れ
る

④
歯
肉
か
ら
膿
が
で
る

⑤
口
臭
が
気
に
な
る

⑥
だ
液
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

⑦
朝
起
き
た
と
き
に
口
の
中
が
気
持

ち
悪
い

⑧
食
べ
物
が
噛
み
づ
ら
く
な
る

　

歯
周
疾
患
を
予
防
す
る
に
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
発
見
し
て
予
防
対
策

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
生
自

分
の
歯
で
噛
め
る
こ
と
は
、
と
て
も

幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
機
会
に
、
歯
周
疾
患
検
診
を

受
診
し
て
、
い
き
い
き
と
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

〈
ど
ん
な
〉問
診
・
口
腔
内
診
査
等

〈
検
診
料
〉無
料

〈
申
込
・
検
診
方
法
〉

①
電
話
な
ど
で
、
市
健
康
推
進
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

②
受
診
票
な
ど
の
書
類
を
送
付
し
ま
す

③
希
望
す
る
歯
科
医
院
と
連
絡
を
と

り
、
受
診
日
を
決
め
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い

④
検
診
結
果
に
つ
い
て
歯
科
医
師
よ

り
説
明
が
あ
り
ま
す

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�
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１
１
１
１
内
線
４
４
２

歯
周
疾
患
検
診
対
象
者
拡
大
の
お
知
ら
せ

　

従
来
、
40
才
・
50
才
（
年
度
内
到
達
者
）
の
方
々
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
９
月
よ
り
、
60
才
・
70
才（
年
度
内
到
達
者
）の
方
々
も
受
診
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

〈
新
対
象
者
〉

　

平
成
16
年
４
月
１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
40
、
50
、
60
、
70
才

に
な
る
方

歯
ッ
ピ
ー
通
信
②

予
防
が
第
一
！ 

乳
歯
の
む
し
歯

　

『
乳
歯
は
永
久
歯
に
生
え
変
わ
る
か

ら
、
む
し
歯
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
』と

考
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
大
変
な
誤
り

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
乳
歯
に
は
大
切
な

役
割
や
特
徴
が
あ
る
か
ら
で
す
。

①
乳
歯
や
口
の
機
能
は
、
身
体
の
発
育

や
言
葉
の
発
達
に
大
き
く
関
わ
っ
て

い
ま
す

②
乳
歯
は
、
永
久
歯
が
正
し
く
生
え
る

た
め
の
水
先
案
内
を
努
め
る
の
で
、

む
し
歯
に
な
る
と
永
久
歯
の
歯
並
び

に
影
響
が
出
ま
す

③
生
え
た
て
の
乳
歯
は
、
痛
み
な
ど
の

自
覚
症
状
が
弱
く
、
す
ぐ
に
ほ
か
の

歯
に
も
む
し
歯
が
広
が
っ
て
、
重
症

に
な
り
や
す
い

④
乳
幼
児
の
む
し
歯
の
治
療
は
、
歯
医

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
変
で
す
。
乳

歯
は
柔
ら
か
く
、
治
療
時
に
乳
歯

を
削
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す

※
次
回
は
『
予
防
対
策
そ
の
１
・
食
べ
物
（
砂

糖
）』
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
４
４
３

①食べ物①食べ物（砂糖）（砂糖）

※１日３回以上の間食は危険ゾーン※１日３回以上の間食は危険ゾーン

③③歯の質歯の質（歯の強さ）（歯の強さ）

※むし歯になりやすい歯、なりにくい歯ってあるの？※むし歯になりやすい歯、なりにくい歯ってあるの？

②②ばい菌ばい菌（ミュータンス菌）（ミュータンス菌）

※むし歯の母子感染って聞いたことありますか？※むし歯の母子感染って聞いたことありますか？

④④時間時間（『プラーク』が付着している時間）（『プラーク』が付着している時間）

※プラーク（歯垢）が付いたままでいるとむし歯になります※プラーク（歯垢）が付いたままでいるとむし歯になります
むし歯

【むし歯はこうしてできる！】【むし歯はこうしてできる！】

むつ消防署からのお知らせ
　市内から携帯電話で 119 番通報をした場合、青森消防本

部に電話がつながります。青森消防本部ではむつ市内の地

理が不案内なことから、住所や災害場所を時間をかけて詳

しく聞いた後、むつ消防署に通報内容が伝達されます。

　このため消防車や救急車の出動が遅れることが考えられ

ますので、あらかじめ携帯電話にむつ消防署の電話番号を

登録しておくことをお勧めします。

【むつ消防署�22-1680】
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★ 21日（火）

 むつ市役所

 むつ消防署

 むつ総合病院

　時間は午後７時から午後 10 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

菊 池 医 院
佐 藤 小 児 科 医 院
北 村 医 院
ふじた脳神経クリニック
三 上 医 院
中 村 眼 科 ク リ ニ ッ ク

☆　５　日（日）
☆ 12 日（日）
☆ 19 日（日）
☆ 20 日（祝）
☆ 23 日（祝）
☆ 26 日（日）

９ 月 の 在 宅 当 番 医

赤ちゃん教室（アレルギー）

生後４か月～９か月になるまでの乳児が対象です。
場所は下北文化会館集会娯楽室。

９月 15日（水）
13:10 ～ 13:20

10 か月児健康診査

平成15年 11月生まれの乳児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

９月８日（水）
12:40 ～ 12:50

１才６か月健康診査

平成15年２月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

９月９日（木）
14:00 ～ 14:20

２才児歯科健康診査

平成14年３月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

９月３日（金）
13:00 ～ 13:20

３才児健康診査

平成13年３月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

９月 14日（火）
12:00 ～ 12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が
健康についてのご相談をお受けします。

９月の健康相談（高脂血症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が高脂血症につ
いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線 443

毎週月曜日
13:00 ～ 15:00

毎週火～金曜日
13:00 ～ 15:00

９ 月 の 献 血 受 付 日 程

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成16年１月生まれおよび平成16年５
月生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

９月 15日（水）
10:10 ～ 10:20

� 24-1276
� 22-3828
� 22-2135
� 24-5557
� 22-1011
� 22-2512

　　　

10:30～11:50

13:30～14:30

15:00～16:20

仲　　町仲　　町

はっとり　まゆはっとり　まゆ　 　 ちゃんちゃん

　　　　　　　　　　　　しんじしんじ　 　 くんくん

（２００４年・第５８９号）
これからの予防接種日程
=☆ 麻しん・風しん・三種混合 ☆ =

対象児 実施日

麻 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 ９月３日

風 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 ９月３日

三種混合 ３か月 ～ ７才６か月未満 ９月28日

受付
時間

佐 藤 小 児 科 ……… 14:00～17:00
ちばクリニック ……… 14:00～15:00

（接種時間14:00～15:30）　　
菊 池 医 院 ……… 13:30～14:30
どんぐりクリニック ……… 14:00～15:30

【子宮がん検診・乳がん検診】

いつ どこで
対象者 定員

受付時間

10月５日（火） 下北文化会館
30才以上の女性 100名

17:00～18:00

※今年度から40才以上の方の乳がん検診の実施方法が変わり、２年に１回の検診となります。対象年令は、

平成17年３月31日現在の年令が、40才、42才、44才、46才と偶数の年令になる方です。

　　　〈検診料〉 子宮がん検診…600円

  乳がん検診……

※生活保護世帯、または市民税非課税世帯の方、70才以上の方は無料です。　

【骨密度検診】

いつ どこで
対象者 定員

受付時間

10月５日（火） 下北文化会館
30才以上の女性 120名

16:30～18:30

　　　〈検診料〉 2,100円（今年度中に40才、50才に到達する方は無料）

〈問合せ・申込先〉 市健康推進課 �22-1111内線 442

30～ 39才・300円（視触診）
40～ 58才・700円（視触診とマンモグラフィー）
60～ 68才・400円（マンモグラフィー）
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（２００４年・第５８９号）

『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

仲町子ども会
『 三 国 志 』

第53回

子どもネブタ合同運行

8月6日（金）

わかば子ども会
『 宮 本 武 蔵 』

栗の実子ども会
『 源 義 経 』

松山もえろ子ども会
『 三 国 志 』

大空子ども会
『 顧 大 嫂 』

とびだせ子ども会
『 暫 』

昭和町三ツ葉子ども会
『 武 蔵 坊 弁 慶 』

風の子子ども会
水滸伝『武松と猛虎』

品ノ木子ども会
『 国 引 き 』

古川つぼみ子ども会
『 羅 生 門 』

柳町一・二・三子ども会
『 八 犬 伝 』

赤坂子ども会
『 三 国 志 』

若草子ども会
『 水 滸 伝 』

小川子ども会
『 ガッシュベ ル 』

横迎町子ども会
『 川中島の 戦 い 』

竹の子子ども会
里見八犬伝『犬塚信乃』

はまなす子ども会
『 素 戔 鳴 尊 』

みどりがおか子ども会
『 三 国 志 』

土手内子ども会
『 三 国 志 』


	20040827_01
	20040827_02
	20040827_03
	20040827_04
	20040827_05
	20040827_06

